
長野県教育委員会では、病気やケガで長くお休みになるお子様の 

 

病院やご自宅に、先生が訪問して学習支援をします。 

県下の公立学校に通う小中学生で、およそ１か月以上の入院、自宅療養 が必要になったら 

～長期入院児童生徒訪問支援事業をご活用ください～ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

《お問い合せ先》 
○ 在籍する小・中・義務教育学校 

○ 最寄りの教育事務所 

○ 長野県教育委員会義務教育課（０２６－２３５－７４２６） 

（お気軽に問い合わせください。連絡をお待ちしています。 

 

＊院内学級に関しては、こども病院 院内学級コーディネーター

（０２６３－７３－５４１７）、信大病院 院内学級コーディネーター

（０２６３－３７－３１７７） 等、院内学級を設置している病院に

お問い合わせください。 

 

＊ウェブサイト(web)から「長野県 笑顔の復学」で検索 

「長期入院児童生徒訪問事業」へ 

Q どのくらい教えてもらえるの？ 
・１日１時間～２時間くらいです。 

お子様の体調によって調整できます。 

・１週間に３日ほど（例えば、月・水・金） 

通院などのご都合に合わせて決められます。 

・少しずつ通学できるようになっても、 

様子を見ながら柔軟に対応します。 

 

Q 訪問の先生はどんな人？ 
・教職経験者で、訪問支援員の登録を長野県 

教育委員会にしている人です。 

・北信、東信、中信、南信に分かれ、 

258人(Ｒ6年4月現在)が登録されています。 

 

❤ お子様の気持ちを第一に考え、 
お子様の状況に合わせて支援員を 
決めることができます。 

 

❤ 予定した日に体調が悪かったら、 
お休みにします。 

《この事業の特色》 
★ 訪問の時間は授業時間にカウントされ、出席扱いになり 

ます。 

★ 訪問の先生は担任や学校の先生と連絡を取り合い、 

学習進度も含め、クラスとのつながりを大切にします。 

★ 復学に向けて保護者の心配をお聞きし、より良い支援の 

方法について学校や担任の先生に提案・助言します。 

笑 顔 の 復 学 を め ざ し て 

令和５年度に利用された皆様の声（県内の公立小中学校の児童・生徒 33 名が利用しました。） 

お子様の声 
〇 パソコンでやる学校の授業も楽しいけど、家でやる先生との 

授業も楽しい。パソコンだと教えてもらいにくい音楽とか 

図形の勉強とかも、先生と一緒だとできるからうれしい。 

○ 先生と勉強して、勉強の教え方が自分にあっていて頭に入って 

きやすかった。わからないことがあると、わかりやすく勉強を 

教えてくれたのが良かった。 

保護者の皆様 
〇 授業を受けた日が出席扱いになるというのがありがたかった。 

〇 入院中でも学習面をサポートしてもらえて、とても助かった。 

○ 復学には時間がかかりそうですが、部屋の中が「小学校」になる

１時間を大切に、今後もこの事業を活用していきたいです。 

担任（原籍校）の先生 

○ その場で指導してもらえることで、

学びがより良いものになっている。

また、やりとりが大切な学習をお願

いできたことも良かった。 

〇 それぞれの生徒に合わせて、負担に

なりすぎない内容で、学習量が子ど

もにとって適切でよかったと思う。 

○ 「支援連絡カード」が届き、学習の

内容だけでなく、取り組んでいる本

人の様子や言葉もわかって、とても

安心しました。 

 


